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研究課題名 銀河系およびマゼラン銀河内の膨張ガスシェルの観測的研究

研究の概要等 質量が８太陽質量以上の大質量星はその一生を終える際に超新星爆発を起こす。

よく知られているように、超新星爆発は鉄などの重元素を生成し、星間空間に放出

する。生成された重元素は放射によって星間ガスの冷却を支配し、その後の星およ

び星団形成に影響を与える。さらに超新星爆発は、周りの星間ガスを掃き集め膨張

するガスシェルを形成する。膨張シェルはガス雲を圧縮し、また膨張シェル自身が

収縮して分子ガス雲を形成することにより、次世代の星形成を誘発すると考えられ

る。しかしこの種の観測データは極めて乏しく、詳細な研究は、理論的なモデル計

算の域を出ていない。

我々は南米チリ共和国に設置した名古屋大学の「なんてん」電波望遠鏡を用いた

史上最大規模の掃天観測により、銀河系および銀河系に最も近い系外銀河である大

小マゼラン銀河に対し膨張シェルの大規模な探査・詳細観測を行う。本研究は、こ

の結果と各々の銀河で形成されている星・星団の特徴を比較することにより、分子

ガス雲および星・星団の形成過程、さらに銀河の進化を膨張シェルの影響という観

点から解明しようとするものである。
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GiantMolecularCloudsasFormationSitesofPopulousClusters"のみ）
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"DiscoveryoftheCarinaFlarewithNANTEN;EvidenceforaSupershellThat

Triggered theFormationofStarsandMassiveMolecularClouds"

Y.Fukui,T.Onishi,R.Abe,A.Kawamura,K.Tachihara,R.Yamaguchi,A.Mizuno,andH.Ogawa
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研究期間 平成１４年度～１７年度（４年間）

研究経費 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合計

（１５年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

34,400 24,300 21,900 4,200 0 84,800降は内約額）
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